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今
年
度
の
予
算
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
た
め
、
半
骨
格
予
算
を
基
調
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、

H
O
Tプ
ラ
ン
幻
「
新
平
塚
市
総
合
計
醤
」
の
四
年
自
で
あ
り
、
第
二

次
実
施
許
腐
の
初
年
度
を
翠
え
た
た
め
、
新
た
に
取
り
組
む
事
業
等
を
念
頭
に
壁
き
、

市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
予
算
編
成
を
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
一
般
会
計
の
予
算
は
、
五
百
八
十
六
億
三
千
万
円
(
い
い
花
咲
か
せ
迎
え

る
米
来
へ
)
で
、
十
の
特
別
会
計
と
病
焼
事
業
会
計
の
予
算
を
合
わ
せ
る
と
、
総
額

千
百
九
十
六
億
六
千
三
百
十
四
万
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
(
関
連
記
事
二
癒
)

オ
ー
プ
ン
し

F議
会
公
開
制
ふ
れ
あ
い
動
物
麹
を
翁
れ
る
?
?
仲
間
た
ち

た
め
の
準
備
を
し
ま
す
。
皆
、
市
民
の
交
流
の
場
と
し
て
の

生
涯
学
習
で
は
、
祭
の
学
習
・
疑
進
に
努
め
ま
す
。

文
化
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
や
北
一
一
十
一
位
紀
を
担
う
青
少
年
の

図
書
館
の
間
開
館
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
健
全
育
成
は
、
社
会
に
賞
献
で
き

の
充
実
を
留
り
、
施
設
題
で
は
体
る
轡
少
年
主
再
成
す
る
た
め
、
社

裏
付
き
旭
公
民
鎮
の
建
設
に
着
会
主
へ
の
推
進
皇
内
外
の
交

手
7
￥
仇
す
。
ま
た
、
薄
物
館
は
常
流
の
充
実
を
凶
り
、
施
設
頭
で
は

設
展
の
展
示
替
え
を
、
美
術
鉛
は
仮
称
山
城
地
智
子
ど
も
の
家
を
撃

念
醤
震
を
わ
い
、
幅
広
い
生
涯
学
備
し
ま
す
。

豊
田
流
遇
工
業
出
地
の
事
業
イ
に

向
け
て
準
一
十
績
を
進
め
ま
す
。

地
域
の
新
た
な
経
済
・
療
薬
構
農
業
綴
輿
て
は
、
魅
力
と
活
力

造
の
形
成
に
努
め
、
地
域
経
済
の
の
あ
る
農
業
地
域
の
基
盤
強
僚
を

中
心
的
役
衡
を
零
つ
活
万
あ
る
都
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
野
菜
生
産

市
を
目
指
し
ま
す
。
醐
隣
家
の
意
欲
の
向
上
と
、
生
鮮
野

前
開
業
振
興
で
は
「
揃
畑
正
問
ユ
I
ユ
菜
の
市
内
市
場
へ
の
安
定
供
給
、

1
プ
ラ
ザ
公
プ
ラ
ン
」
で
位
諺
づ
施
抗
議
茶
、
奪
庄
一
雲
市
へ
の
支
援

け
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
個
性
と
な
ど
、
農
業
経
営
の
安
案
審
図

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
総
合
公
魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
の
整
備
に
り
ま
す
。

開
闘
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
完
成
し
ま
向
け
て
、
基
本
計
爾
を
策
定
す
る
勤
労
者
福
祉
対
策
で
は
、
住
宅

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
市
民
し
た
の
で
、
施
設
の
利
用
の
推
進
ほ
か
、
近
燐
商
活
街
の
シ
ヨ
ツ
ピ
資
金
利
子
補
給
制
度
の
ほ
か
、
新

人
一
人
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
や
各
種
大
会
の
一
機
的
棟
、
市
民
の
体
ン
グ
モ
ー
ル
や
ま
ち
な
み
酷
繕
の
た
に
居
住
用
住
者
敷
地
縁
側
博
資
金

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
力
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
支
援
を
し
ま
す
。
利
子
補
給
制
度
を
加
え
一
、
融
資
制

墓
殺
を
緩
立
し
ま
す
。
ま
た
、
女
福
技
施
策
で
は
、
在
宅
福
後
サ
工
業
液
輿
で
は
、
住
工
混
在
の
度
、
屋
体
脅
成
な
ど
各
議
施
策
の

性
の
自
立
や
地
域
福
祉
を
進
め
、
ー
ピ
ス
の
充
実
の
た
め
、
虚
弱
読
解
消
と
経
笹
口
の
多
角
化
、
ま
た
、
充
実
に
努
め
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
都
市
を
呂
指
し
人
を
対
象
と
し
た
デ
イ
9

サ
ピ
棒
質
改
善
を
飽
る
た
め
、
仮
称
東

ま

す

。

ス

事

業

の

鉱

大

、

寝

た

き

り

老

人

五

菜

室

長

宮

、

総

合

史

浴

サ

ー

ビ

ス

の

回

数

増

加

な

コ

詰

ユ

ニ

テ

イ

題

懇

を

仲
間
続
と
し
て
の
機
能
強
化
を
殴
る
ど
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の

z

g

g

盆

電

:
d
1
2
2
4
弓

d

都

民

同

時

当

日

目

白

川

日

時

計

百

一

一

都

市

づ

く

り

し

計

事

業

で

は

、

「

書

成
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
問
問
て
は
、
「
平
塚
市
女
性
行
動
計
趨
」
充
実
し
た
基
盤
に
支
え
ら
れ
た
平
ピ
ュ
!
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
幻
」
の

り
ま
す
。
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
あ
ま
す
。
活
発
な
都
市
活
動
と
、
市
山
民
生
活
推
進
に
向
片
丈
俣
妥
レ
ス
ト
ラ

俗、

z
i
i
F
2
ト
1

F
硲

l
i
z
B
h
e
b
-
-
g
?
ー
に
と
け
込
ん
だ
潟
、
川
、
丘
壊
な
ン
の
実
施
設
計
や
み
ど
り
墓
金
の

湖
特
設
騒
い
説
明
立
九
滋
之
桜
色
タ
一
議
総
議
ど
の
夜
間
が
誠
一
和
し
た
濃
か
な
都
活
用
に
よ
る
諸
事
業
を
展
開
閉
し
ま

4

2

8

@

市
づ
く
り
を
進
め
ま

r。
ま
た
、
す
。

数
寄
場
。
文
免
学
校
の
整
備
は
、
浜
岳
中
護
憲
人
が
愛
着
を
感
じ
、
誇
り
を
下
水
道
の
整
備
は
、
第
五
事

屋
内
運
動
場
新
改
築
事
年
末
、
中
涼
抱
く
こ
と
の
で
き
る
快
域
な
都
市
業
区
域
で
あ
る
渋
田
川
以
惑
の
整

市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
心
中
学
校
島
大
野
中
学
校
9

江
陽
中
を
包
括
し
ま
す
。
織
に
着
手
し
、
早
期
完
成
は
努
め

の
一
通
っ
た
教
管
を
受
け
る
こ
と
が
学
校
校
舎
の
改
修
事
業
、
池
小
学
住
宅
整
備
は
、
万
四
住
宅
を
完
ま
す
。

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
身
近
な
と
校
切
な
で
し
こ
小
学
校
。
金
旭
中
成
さ
せ
、
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
ま
た
、
湖
南
な
ぎ
さ
。
フ
ラ
ン
の

こ
ろ
で
主
主
彩
な
芸
術
ぺ
文
化
を
適
学
校
の
校
庭
等
を
整
備
し
ま
す
。
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
送
路
に
替
拠
点
と
し
て
、
平
塚
海
岸
の
イ
メ

し
て
、
豊
か
な
心
が
は
ぐ
く
め
る
さ
ら
に
、
花
水
小
学
校
校
舎
、
大
手
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
八
幡
神
社
1
ジ
プ
ラ
ン
を
県
市
合
同
一
で
策
伝

競
カ
あ
る
都
市
を
目
指
し
ま
す
。
野
中
学
校
屋
内
運
動
場
新
改
築
の
土
箆
線
な
ど
の
街
路
事
業
を
推
進
し
、
実
現
化
を
寝
り
ま
す
。
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戸

の

上

昇

と

、

平

成

二

年

度

の

出
リ
河
内
向
田
川
河
内
内
内
向
月
間
一
河
内
向
m
内
向
一

万
万
万
万
万
万
乃
ゐ
万
万
万
万
万
万
万
万
万
一
を
考
慮
レ
て
引
引
き
上
げ
た
。
予
算
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、
一
一
一
月
定

m
m
側

側

側

側

側

M
m
郎
、
抽
出
蹴
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m
m
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一
使
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(
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札
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円
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算
一
一
一
語
滞
情
嶋
崎
畑
一
笠
宮
相
官
一
一
明
一
{
平
塚
市
釜
円
施
設
及
び
学
校
選
一
ム
マ
呂
の
空
予
算
は
、

5
一
動
場
夜
街
照
明
施
設
の
設
営
及
び
一
初
日
に
十
九
俊
一
川
一
千
八
百
九
十

京
税
税
金
山
崎
金
税
一
冶
金
料
金
会
入
金
金
入
僚
計
一
管
警
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
…
万
円
と
、
最
終
日
に
ト
ム

t

t
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費

費

費

警

一

一

紫

費

費

費

費

費

費

全

費

計

一

4
t
T
A

一

霊

山

山

会

一

会

務

生

生

働

吋

ヱ

木

妨

湾

民

間

僑

一

制

支

出

一

議

総

問

自

衛

労

農

商

土

消

教

公

務

予

毅

一

2琵霊1，323:万円

減量1，404万円

7荘重5，735万円

主7，8897JFJ

l億 9，51J万円

2器室9，8367ĴF']
8，76:'1万円

I寝室0，516731可

3，142万戸3

2，829:J-J1-弓

;:)46万円

5，67B7jT1 

2億 6，742万円

1，4007ゴ1'3
3f意8，936万円

2{)苦2ヲ349万円

2億 7，000751'3

2，5007:;"PJ 

2長0::9，896hPJ

1，893王

生主J苦言@守護宇j止潔壌づくり

救急医療関部経費

老人医療助成経費

仮称九旦公民館新築事業(体育館付)

総合公爵管理連営経費ほか

端技施設管理運営安託ぷ認を(栗原ホーム外)

民間j保育所振興祭補助金等

夕陽ケ f三保育瞭改持事業

デイ・サーピス事楽

老人ホーム入浴サーピス事業

仮称かながわ実化財Efi設立出拝3金

女性活動推進事業

詩守防第 7分 間 舎 新 築 事 業 ( 六 日 地 区 )

ごみ収築総資

産業・経済環境づくり

中心、市街地まちづくり基本計磁策定経費

農業車境総合整備事業

県費補助小規模土地改良事業

態道及び用排水路改修事業

仮称沢市場地民主地味良事業準備経費

抑港整備事業・利用調整事業

住宅筆寄金。宮地取得資金利子府成合金

。文化環淡づくり

松原、勝段、松延ノj、映融謁整卓務髄 8，155)jf-'1 

中原小学校校舎改持事業 2億 4，152万円

j也、なでしこ小学校校庭等整備事業 1億 6，412万円

春日野、神医、大佐、神明中パソコン教室 6，300万円

春日野、神11]、大佐、神明中映髄調整卓整備 1億 0，420万円

浜 岳 中 学 校 内 運 動 場 新 改 築 事 業 6億 6，477万円

金旭中学校校庭等整備事業 4，803)j 内

閣書館玄関口ピ一等改修事業 3，3日万円

1(，(14タ 131J.:iPj

つ五とさ

え主4n
百算是正
~出~

ν 荷主友三
すーマタ毛 弓つら

八はふ
万七レ

百うて

iZ手言
と J¥ せ
な億る

う費
も、

の医j

体2
 

藤
執士附

平
塚
市
の
霊
前
世
一
文
化
財
に
芦
点
。
大
口
如
来
生
像
(
閉
之
買
高

食
さ
れ
て
い
た
。
大
5
如
来
山
土
像
。
林
寺
)
1
体

間
と
。
金
側
力
士
立
像
(
仁
王
像
)

H

寄
せ
木
造
り
、
軍
の
重
り
で

J
B

が
、
一
一
月
八
日
神
奈
川
県
の
重
要
像
の
高
さ
は
弼
・

7
門
ン
印
刷
、
彫
り

級
交
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
の
深
い
脚
部
に
運
慶
や
宋
嵐
の
影

か
こ
れ
で
、
市
内
の
指
定
文
化
叫
剤
師
習
が
み
ら
れ
る
鎌
倉
持
代
の
作
。

協
は
臨
場
足
一
一
一
作
、
県
指
定
六
件
、
受
諾
力
七
立
像
(
南
金
段
、
光

灯
市
指
定
十
一
一
一
件
と
な
っ
た
鳴
き

2
体

報
文
化
財
は
過
去
と
未
来
を
つ
な
一
木
造
り
、
品
開
の
高
さ
は
向

ぬ
ぐ
大
き
な
役
目
を
も
っ
て
お
り
、
(
あ
)
形
像
2
・
u
m
M
川
、
昨
(
う

擦
私
た
ち
が
歴
史
を
知
る
う
え
で
大
ん
)
形
像
2
・
m出
M
吋
南
北
朝
時

変
に
参
考
と
な
る
も
の
。
こ
の
機
代
の
作
で
、
動
き
に
察
ん
だ
力
強

会
に
、
ぜ
ひ
お
山
山
掛
け
を
。
い
姿
が
特
徴
。

主6，181正JfT_J

4荘重6，0827Jf司

1懲 1，483}jドi
2億 6，600万円

8，50n万円

3張主7，667)jflJ

1，734JJP-] 

49億?"，542万円
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的

余

計

一
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撒
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事
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一

三

円

安
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向

山
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一

玲

え
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出

作

一

パ

ハ

円

時
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開

鴎
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制

一
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一

7

1

L

J

彰

i
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)
r
k
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一
定
じ
綴
一

ト

業

梨

ン

本

ク

番

一

じ

事

船

業

ラ

義

一

ル

一

議
業
備
跡
事
ブ

J

ワ
ネ
一

事

事

務

刊

得

ド

業

間

出

入

ン

一

uv
業

構

設

路

山

町

取

ン

事

公

ツ

お

一

く
事
前
世
建
造
制
地
一
ブ
備
化
ネ
チ
一

づ

繍

瀦

ヨ

ィ

m
m
一
議
決
ソ
ル
ぽ
一

竜
響
摂
円
一
フ

H
H
箆

1

遣
ま
↑
ノ
正
一

概
鶴
川
同
一
い
ん
川
町
休
治
喰
ド
…
二

市
縦
一
向
貯
三
品
開
称
即
汗
の
弥
一
配
ド
ハ
一

線
幹
部
万
コ
東
明
期
公
そ
紡
期
間

c
一

時

羽

左

喜

一

一

;

f

f

f

一
5
月
7
5
こ
一
子
一

用
地
取
得
鶴
岡
償
還
か
ぎ
な
ど

0

・
場
所
市
役
「
附
市
民
中
山
!
ル
一

F

ぺ

一

件
、
長
必
要
な
諸
経
費
に
つ
い
一

v使
用

主

等

一

政

相

相

談

所

開

く

一

て
必
要
な
搭
撲
を
し
た
も
の
。
一
・
使
用
が
決
ま
っ
た
方
は
、

6
汚

一

一

一
7
門
け
か
ら
幻
日
ま
で
に
永
代
五
月
十
一
一
日
(
日
)
か
ら
寸
八
一

一
料
と
年
潤
管
理
料
を
日
約
め
る
円
(
士
)
ま
で
の
一
週
間
は
春
季
一

@
使
用
出
向
開
始
は
7
月
1
日〈
2

行
政
山
相
談
週
間
(
総
務
庁
~
と
な
一

っ

て

い

る

。

一

市
で
は
、
今
年
も
こ
れ
に
先
立
一

ち
行
奴
一
明
設
所
を
問
問
き
、
行
政
山
知
一

談
委
員
が
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
一

の
蓬
問
、
要
顎
な
ど
を
お
開
き
す
一

る
。
お
気
軽
に
ご
格
談
を
。
一

マ
日
終

5
日日
7
口
(
火
)
午
後
一

1
持
j
L
2
4
時

マ
品
川
小
選
市
役
所
市
民
相
談
室

マ
問
問
い
合
わ
せ
光
地
域
一
つ
く
り

諜
市
民
相
談
係
(
内
線
一

一般)者対象に、観光パスを利用して市内の公

共施設や名所!日跡をご案内しているが、今回こ

の中の吋 司 体 分 ' を 募 集 す る も の 。 希 望 さ れ る

間体は 4fJ30 ['j (火)までにお申し込みを。

合 対象間体 自治会、子供会、趣味の会、サー

クル仲間など (1ij!j体人または50人程度)

公実施H 月下旬~平成 4年 3flまでの月~

金曜日。

会実施1日数 10i司(申レ込み多数のときは抽君主)

5 

を

務
少
年
招
致
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ム

M

j七一一一

月
1
金
曜
日
9
時
3
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

む
悩
吋
出
ご
と
は

H

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
々
お
;
七
八
一
一
一
。

月
3
土
曜
日
9
時
1
日
時
均
分

一

瀬

役

会

終

日

ω
j
一一一一一一一一一一一

〈V
心
配
ご
と
椙
緩
毎
週
月
曜
日
、
日
時
1
日
時

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
i
M時

(
土
曜
日
詰
日
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曜
は
除
く
)

や
結
婚
相
談
毎
逓
日
曜
日
、
四
時
《
日
時

(第
3
日
曜
日
を
酷
く
)

心
母
手
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
日
時

心
輩
躍
児
謹
相
談
毎
湿
月
1
金
曜
日
、

9
時
3
日
時

。
高
齢
者
職
難
相
鍛
毎
灘
両
HIt-P
金
曜
日
、

9
時
四
分
3
日
時

(
ネ
躍
日
は
詑
時
ま
で
、
第
2
・第
4

土
曜
日
を
除
く
)

心
掛
人
椙
設
極
月
第
3
木
曜
日
、
日
時
5
日
時
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m
H
箪
花
(
マ
リ
I
ゴ
ー
ル
…
{
な
で
し
こ
の
務
と
慰
料
}
毎
日
一
保
険
年
金
諜
に
あ
る
)

が

、

今

年

か

主

選

手

一

総

合

公

開

出

…

ド

)

、

竹

田

本

(

さ

っ

き

、

む

く

一

午

後

1
持
初
分
1
、
先
着
五
百
人
一
金
課
給
付
係
(
内
線
二
目
ハ
)
へ
。

に

移

し

て

行

わ

れ

る

。

一

げ

)
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警

用
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…

今

回

堅

手

に
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ャ

ベ

ル

植

え

一

i
j
j
i
l
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1
1
1
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j
i
l
l
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一

て

楽

し

い

花
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選
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富

士
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見
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一

学

生

も

国

民

年

れ
小
野
沢
幸
子
さ
ん
の
作
品

J

一

人

間

関

ド

ッ

ク

鎗

め

る

一

を
キ
ャ
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チ
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V
i
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に
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1
民

一

義
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一

金

に

加

入

を

の

木
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く

す

の

き
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と

市

民

の

花

一

一

市

で

は

混

同

民

健

康

保

険

に

加

入

一

③

平

成

2
年
度
以
前
の
保
倹
税
を
一
鶴
湾
年
金
探
検
料
は
、
ム
一
r

汚
か
ら

「

な

ご

し

こ

」

に

象

徴

さ

れ

る

線

一

一

し

て

い

る

方

を

対
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に
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今

年

度
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す

べ

て

納

め

て

い

る

方
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月

数

九
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汚

に

変
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る
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の

警

志
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読
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、
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ど
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を
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る
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万
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五
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史
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{
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壬
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制
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険
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ま

れ
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総
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一

一
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、
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の

費

用

の
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部

一

吉

田

リ

)

一

り
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が

あ
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ご

利
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を

。
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は
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こ

の

待
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一

一
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負
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す
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こ
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②
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ど
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ヤ
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一
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を
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器
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③
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化
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一

れ

、

4
え
か
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一
…
十
歳
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の
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…

溺

内

に

咲

き

誇

り

、
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な

さ

ん

一

一

マ

受

診

で

き

る

万

平

塚

市

馬

民

一

③

一

線

極
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⑤

轡

へ

じ
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)

機

能
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生

(

大

学

止

苛
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門

学

校

生

な

一

…

の

ご

来

場

を

お

待

ち

す

る
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長

一

一

健

康

保

険

に

加

入

し

、

か

つ

次

の

一

露

カ

震

機

能

露

間

陣

痛

一

ど

)

に

慰

霊

金

の

加

入

が

義

務

一

議

室

警

護

(
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線

一

一

族

議

い

で

お

警

を
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一

一

す

べ

て

の

要

件

を

満

た

す

万

一

⑮

血

液

喜

喜

一

づ

け

ら

れ

た

一

二

に

お

尋

ね

を

。

二

期

間

高

官

王

寺

一

一

安

芸

年

4
5
5ら
昭
和
一
揖
な
お
、
検
査
内
容
器
段
に
よ
一
今
ま
で
学
生
は
震
霊
在
一

;

l

j
ー

ム

間

二

祝

)

一

oa本
庭
翻
野
だ
て
ア
)
、
道
木
(
ま
き
、
酔
ふ
よ
一
幻
年
4
月
1
5ま
で
に
生
ま
れ
た
一
り
泉
な
る
一
念
加
入
と
な
っ
て
い
た
が
、
在
学
一

…
時
間
午
前
号
待
1
午
後
6
時
一
言
時
、
先
着
一
一
言
人
)
、
芝
、
墾
震
土
一
方
(
組
歳
以
と
訂
歳
未
満
の
方
ニ
マ
申
請
期
限

5
月
号
釜
石
川
日
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
け
が
一
乎
成
二
年
震
優

一

日

間

物

総

合

八

議

一

齢

、

立

川

崎
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目
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日

目
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日
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訪
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一

良

教

職

員

表

彰

…
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っ
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ひ
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ス
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イ

プ
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が

支

給

訪

れ

一

警

委
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で
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一

気

君
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菜
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一

夜

と

み

ど

り

の

一

l

l

i

l
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-
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i

l

l

j

ず

、
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に
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っ

て

し

ま

う

と

一

言

書

と

し

て

安

一

森

め

ぐ

み

市

、

木

工

教

室

、

紙

と

一

ブ

レ

ぞ

ン

ト

を

…

%

弘

f

一
い
う
ケ
ー
ス
が
発
生
し
震
と
な
一
部
教
諭
(
大
野
中
学
校
)
と
古

…

続

行

内

ル

ヲ

き

ょ

一

塁

中

毒

の

き

っ

ぱ

会

一

s
iレ
ン

ス

ヘ

持

こ

う

一

長

日

い

計

百

一

詰

守

小

学

校

)

の

一

…

し

の

ダ

イ

ナ

マ

イ

ト

歌

合

戦

(

幻

一

場

で

草

花

、

菜

、

用

宇

ほ

ど

を

一

↓

一

一

り

襲

安

全

A

」
え
満
た
し
て
い
れ
一
室
警
は
同
和
教
育
所
究
に

…
臼
午
後
O
意

分

1
1空
会
、
一
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
先
着
織
と
な
一
市
で
は
青
少
年
海
外
派
蓄
の
一
の
青
少
年
活
動
に
役
立
て
て
い
た
一
寸
応
募
先
青
少
年
警
成
主
ば
警
基
礎
年
金
や
老
齢
基
礎
年
一
力
差
が
れ
、
主
義
教
諭
は

…
フ
ラ
ワ
ー
ク
イ
ー
ン
オ
ン
ス
テ
l
一
る
た
め
お
早
め
に
お
出
掛
け
を
、
一
防
署
募
集
す
る
。
一
だ
こ
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
て
内
線
七
六
二
)
一
章
受
け
ら
れ
る
さ
つ
に
な
る
。
一
心
身
障
害
暴
言
警
護
さ

二
、
シ
ル
パ
ニ
ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
一
事
花
、
密
実
用
£
午
前
9
て
あ
事
業
は
青
少
年
を
海
外
に
一
今
年
で
七
呂
田
。
今
宮
、
昨
年
一

i
j
i
i
l
i
-
-
f
i
l
i
-
-
i

一
れ
、
東
い
す
の
量
の
担
任
と
し

…

F持
法
月
日
(
訪
日
一
汗
、
日
各

d
h汗
八
ユ
一
一
一
は
酌
ふ
れ
れ
目
当
話
一
社
九
時
間
財
閥
パ
何
日
一
人
事
発
令
一
間
十
町
民
病
院
霊
長
代
理
石
一
日
息
さ
れ
た
こ
と
が
評
慨
さ
れ

州
ロ
ー
レ
ン
ス
事
訪
問
し
、
ホ
一

3
開

狂

的

口

付

一

九

十

;

れ

れ

一

号

一

日

月

刊

誌

ド

室

長

喜

一

…

識

調

託

子

凶

器

ι…

る

。

こ

の

機

会

に

ぜ

ひ

と

参

加

一

義

、

霊

長

富

田

充

久

一

議

題

欝

撃

に

処

理

さ

れ

て

い

た

建

設

一

を

。

一

O
部
長
級
努
議
長
秋
山
進
、
一
…
窓
口
行
わ
れ
た
定
期
散
指
定
の
維
持
霊
場
内
お
お
む
ね
良
好
川

マ
派
遣
露
間

8
月
下
勾

(
9
5
一
議
会
事
前
訪
問
周
辺
長
お
弁
弘
、
教
育
一
い
つ
い
て
監
査
委
員
小
宮
長
司
に
行
わ
れ
て
い
た
③
傷
口
聞
い

同
州
)
一
委
員
会
管
理
部
長
丸
若
和
栄
一
一
氏
、
福
間
州
政
夫
氏
、
長
塚
洋
=
一
の
出
納
保
静
岡
:
良
好
に
行
わ
れ
【

マ
募
集
人
員
泌
人
(
作
文
審
査
一

O
参
事
級
地
域
づ
く
り
諜
自
民
一
…
氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
て
い
た

と
極
擦
に
よ
り
決
定
)
一
大
拐
殺
実
工
事
検
査
謀
長
佐
一
一
一
監
査
公
表
第
1
号

}

{

同

第

2
号
}

マ
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
一
藤
安
雄
教
育
委
員
会
指
導
部
主
ぃ
マ
対
象
小
学
校
(
崇
一
替
、
松
マ
対
象
公
民
館
(
島
市
善
、
松

L

の
中
冊
高
校
法
守
層
ま
た
は
地
方
一
均
一
参
事
高
橋
弘
行
一
山
間
服
、
山
下
、
大
野
、
松
が
丘
、
旗
、
花
水
、
旭
、
八
幡
、
豊
…

公
共
毘
体
が
行
っ
た
青
少
年
海
外
一

O
課
長
級
器
搭
課
長
大
賞
正
一
…
梅
原
、
大
服
、
臨
一
語
、
四
相
撲
、
田
、
大
河
級
自
局
、
岡
山
崎
、
A

宏一

派
遼
事
業
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
一
計
、
地
域
づ
く
り
誤
主
幹
長
谷
一
…
城
島
、
廊
崎
、
金
回
、
土
屋
、
回
、
吉
沢
、
金
M
M
)

ゃ

い
方
一
川
川
精
司
、
同
体
検
年
金
課
長
脅
太
一
一
吉
沢
)
、
中
学
校
(
江
陽
、
春
マ
結
果
①
施
設
の
維
持
管
理
一

マ
参
加
費
用
無
料
(
た
花
し
事
一
…
、
建
築
課
↓
十
耳
打
木
一
利
幸
雄
、
一
一
日
野
、
大
野
、
中
山
原
、
神
明
、

i
お
お
む
ね
良
好
に
行
わ
れ
て

事
後
研
修
費
、
パ
ス
ポ
ー
ト
発
一
博
物
館
友
重
爽
一
一
一
、
書
課
一
e

長

、

章

、

幼

稚

園

(

松

い

た

需

品

の

出

納

雲

行

手

数

料

、

警

保

襲

警

は

一

、

工

幹

費

実

康

、

さ

く

ら

、

ひ

ば

り

、

豊

良

好

に

行

わ

れ

て

い

た

九

己

負

担

)

一

世

採

用

〈

4
月
1
日

付

)

沼

、

城

島

)

マ
応
募
期
限

4
月
お
沼
(
日
)
一

O
課
長
級
体
育
議
主
幹

新 しい神田公民館が 5月 7日(火)開館する。との公民

館は生涯学著者時代を迎え、学習のみならず地場所動の場と

して利用していただこうと建設していたもので、体育館、

北図書館、市民窓口セン主ーが併設されている。ご利沼をロ

所在地:平塚市出村5155~~ 1 (神田高校北側〉

'-fな施設調理実寝室、和輩 、集会京、議話ホール、総

聴覚室、会議室、市民窓口セン3ー

-利用できる時間 午 前 9時 ~今後10時

休館日 揮週月駿臼{電話55--02391 

巣箱づくり教室〈先着lOC人〉

ワッドカバーづくり教案

フラワーマジツクショ

援舟づくり教室

平塚市西八幡 1-3-3 (問書館北部n
電話 35~-2111 

ー主な施設 体青主主('154平方以〉、口ッカーさ豆、幼児笈

・~Ij用方法利用する前月の 1 日の午前 9 時から受け付け

・利用 Eきる時間 午 前 9，時~午後10時

・利用料 1時 間200F守

-休館日 毎週月曜日{電話55--0239]

大北国警舘

・主な施設 図書室 (60.0ヲO開)、 AV'お話・鐙コーナ一、

対関朗読室

-利用できる時街午前 9時~今後 4時 50升

e 休館臼 毎週月曜日(月曜日が祝日のときは丹、火羅臼

が休館入月宋{電話53-1232]

投繁華寺罪悪 q::諸君7鈴~午後品草寺
投議場所郵便はがきで送った 整 理 券 ( 繰 合 〕 で

お確かめを。

不夜者投書室
投票日当日、仕事等で投票できないカは、選挙

管理委員会で投票できる。この場合、?憲章罫書を

書いていただくので、印鑑と整理券をお忘れな

く。

・翼書罪事 4月 14El(呂 )-20日(土〉

・時罪悪 午前 8時 30分~午後5時

被その外、瞬院等や郵便による不在者投票など

詳しいことは、選挙管理要員会{内錦494)へ



(4) 

ゃ
ぎ
さ
ん
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
ね

すまで
l
l
v
 

永/
¥
 

よ
一
教
育
委
員
会
で
は
、
普
段
の
縦
一
マ
申
込
期
限
4
月
凶
行
(
金
)

純
一
言
葉
を
発
揮
し
て
い
た
だ
三
奪
回
婦
人
卓
安
全

知
一
う
と
、
新
緑
の
季
節
の
も
と
で
今
一
マ
期
日

5
丹
9
日
(
木
)
午
日

時
一
年
も
ス
ボ
Y

ツ
大
会
を
開
く
。
出
一

9
時
1

泊
一
場
を
希
壊
さ
れ
る
方
は
、
見
約
台
一
マ
会
場
克
附
ム
口
体
育
館

?
誠
一
体
育
館
内
体
育
課
(
電
話
幻
|
一
二
マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま
い

る
…
ハ
)
円
。
)
へ
お
申
し
込
み
を
。
一
で
初
歳
以
と
の
女
性

加
…
{
第
9
襲
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
マ
競
技
方
法
予
選
フ
ロ
ッ
ク
リ

一
(
ダ
ブ
ル
ス
)
大
会
}
…

1
グ
戦
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

畿
地
問
一
一
〉
期
日
4
向
け
あ
臼
(
十
本
)
午
前
一
(
4
シ
ン
グ
ル
、

1
ダ
ブ
ル
ス
)

鶴

一

言

t

一
マ
チ
ー
ム
編
成
小
学
校
通
学
区

灘
鵬
一
寸
会
場
見
附
台
体
育
館
一
域
内
で
編
成
す
る

綴
繍
一
マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
一
マ
参
加
料
無
料

務
職
一
で
初
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
、
王
婦
一
マ
申
込
期
限

5
月
1
臼
(
水
)

灘
間
開
一
…
〉
競
技
方
法
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
リ
一
{
総
合
公
開
制
完
成
記
念
パ
ド
ミ
ン

欝
丁
グ
戦
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
一
ト
ン
選
手
権
大
会
}

綴

織

…

式

一

マ

間

期

日

5
月刊
U

日
(
臼
)
午
前

緩

機

一

一

〉

参

加

料

無

料

一

9
時
1

熟
練
一
一
v
申
込
期
限
4
月
幻
自
(
月
)
一
マ
会
場
平
塚
総
合
体
育
館
一

譲

二

護

軍

需

空

競

技

章

一

v憲
章
市
内
に
お
住
ま
い
、
一

撃
語
大
会
(
小
・

2歪
の
鰯
)
}
…
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方
一

綴
繍
一
円
〉
嗣
朗
自

5
月
6
B
(援
替
休
一
マ
競
技
種
目
男
子

(
A
級
・

8
一

J
一
臼
)
午
前
0
0

時
1

一
級
シ
ン
グ
ル
ス
、

A
級
主
級
ダ
一

ゑ
J

一
一
〉
会
場
平
塚
競
技
場
…
プ
ル
ス
)
、
女
子
。
男
子
中
学
一

一
寸
事
品
出
資
格
中
学
牛
寸
小
学
4
一
生
・
女
子
中
学
生
(
シ
ン
グ
ル
一
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
問
で

鵠
一
年
生
以
上

(
1
人
l
種
白
、

υレ
一
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
)
一
は
、
完
成
し
た
総
合
公
園
の
施
設
一
一
瓦
区
間
、
一
一
一
十
一
・
九
キ
ロ
日
以
U

コ

↓
一
ー
は
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
丞
一
一
〉
競
技
方
注
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
万
一
を
利
用
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
一

l
ス
で
行
わ
れ
、
各
職
場
の
代
表

む

一

マ

競

技

穏

自

一

式

一

向

聞

く

。

ご

参

加

を

。

一

選

手

が

ス

ピ

ー

ド

を

競

い

合

っ

即

て

中

学

生

男

子

百

川

西

百

一

ャ

参

加

料

無

料

一

軍

l
図
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
護
一
た
。
な
お
、
上
位
入
賞
チ
ー
ム
は

沼
…
日
制
、
八
吉
川
川
、
一
二
千
灯
、
走
り
楢
一
行
〉
申
込
期
限

5
月
2
臼
(
本
)
一
一
〉
日
程

5
月
9
臼
3
6
月
6
日
一
次
の
と
お
り
。
(
参
加
二
十
二
チ

劃
一
跳
び
、
走
り
高
跳
び
、
砲
丸
投
一
{
第

u
g平
塚
市
ゲ
ー
ト
ボ
ル
一
の
毎
週
木
曜
日
、
全
5
回

一

!

ム

)

な
一
げ
、
八
吾
川
川
リ
レ
ー
、

1
年

生

の

一

大

会

〕

一

B

時
間
午
前
日
時
〈
y
U
時
一
・
優
勝
市
役
所
、

2
位

県

立

い
い
一
み
の
四
百
れ
リ
レ
I

一
マ
期
日

5
月
日
出
口
二
木
)
午
前
一
三
議
総
合
体
育
館
第
3
体
背
一
一
口
一
同
校
、

3
位

消

防

費

4
佐

川
」
一
切
開
女
子
百
M

州
、
一
千
五
十
日
一

9
時
jt

一

窯

一

横

浜

ゴ

ム

、

5
位
不
二
家
、

6

わ
一
日
州
、
走
り
鱈
時
的
び
、
走
り
高
跳
一
門
V

会
場
総
合
公
園
平
塚
の
は
ら
一
一
〉
定
員
古
川
内
に
お
住
ま
い
か
お
一
位
臼
本
ク
ラ
ワ
ン
コ
ル
ク
、

7

w
一
び
、
砲
丸
投
げ
、
回
送
れ
リ
レ
一
つ
ば
一
勤
め
の
女
性
犯
人
(
先
着
順
)
一
位
三
協
化
学
、

8
佐
高
砂
番

積
一

1
、
1
年
生
の
み
の
四
百
討
リ
レ
ー
一
[
〉
参
加
資
格
士
山
内
に
お
住
ま
い
一
一
〉
参
加
料
三
千
五
百
円
一
料
、

9
佼
平
塚
郵
便
局
、
凶
位

獲

一

号

小

学

生

百

日

川

八

百

打

川

、

走

一

の

方

一

{

弓

道

教

家

}

…

三

菱

樹

脂

り
繍
跳
ぴ
、
走
り
高
跳
び
、
四
百
一
一
〉
チ
!
ム
編
成
監
督
1
入
、
選
一

7
日
程

5
月
五
日
1
6月
お
臼
一

日

制

リ

レ

ー

一

手

5
人
、
補
欠
2
人

一

の

毎

週

今

土

曜

日

、

吉

田

一

少

年

少

交

マ

一

ブ

ヴ

官

室

リ

レ

l
以
外
は
竺
マ
競
技
方
法
リ
ン
ク
ト
l
ナ
メ
一
。
時
間

A
コ

ー

ス

(

議

日

午

一

ソ

ン

大

会

結

果

zzに
行

う

一

ン

ト

方

式

一

前

日

時

1
江
時
鈎
分
、
土
曜
日
午
一

門V
参
加
料
中
学
生
子
」
百
円
、
小
一
マ
申
込
期
間

4
月
訪
日
(
火
)
一
前
日
凶
持

i
u
碍
ぬ
分
)
、

B
コ
l
一
月
例
マ
ラ
ソ
ン
を
締
め
く
く
る

学

生

二

百

円

一

3
5
月
刊
山
日
(
金
)
一
ス
(
水
礎
日
午
後
5
持
鉛
分
1
8
一
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
平
塚

f
i‘
砂

;
A
a
b
-
3
iゐ

h
a
t
i
h
b
歩

一

時

、

土

曜

日

午

後

2
時
1
3時
設
競
技
場
と
そ
の
罵
回
コ
ー
ス
で
行

禁

葬

ヲ

笠

籍

上

夢

野

一

分

)

一

わ

れ

、

一

年

間

鍛

え

て

き

た

豆

ラ

一
[
〉
会
場
総
合
体
育
館
弓
道
場
一
ン
ナ
i
た
ち
が
自
己
の
記
録
に
挑

5
月

日

口

?

詑

臼

平

塚

競

技

場

予

定

員

市

内

に

お

安

い

か

お

一

戦

し

た

。

主

な

記

録

は

次

の

と

お

一
勤
め
で
、
高
校
生
以
上
の
方
各
一
り
。
(
敬
称
略
)

第
七
十
回
関
東
学
生
陸
上
競
技
一
る
の
で
、
沿
道
の
み
な
さ
ん
温
か
一
コ
ー
ス
刊
人
(
先
着
麟
)
一
{
小
学
校
5
年
男
子
の
部
}
一
一
千

対
校
選
手
権
大
会
が
、
五
月
十
二
い
司
」
声
援
を
。
一
マ
参
加
料
一
二
千
内
一
尺
参
加
百
十
八
人

日
(
土
)
と
士
一
臼
(
日
)
の
二
一
{
ロ
自
主
)
の
主
な
競
技
}
一
{
第
1
開
明
日
〆
ヤ
ズ
ア
サ
イ
ズ
懇
曹
三
事
優
勝
原
節
子
洋
(
金
目
)
7

体
育
課
へ
申
し
込
み
を

器

一
-
婦
問

。
イ
ー
ス
タ
ン
リ
i
グ
公
式
戦
(
有
料
)

・
4
月
刊
日
臼
(
金
)
日
時
大
洋
対
尽
本
ハ
ム

'
4
月
初
日
(
土
)
M
特
大
洋
対
日
本
ハ
ム

・
5
月
日
臼
(
土
)
H時
大
洋
対
ロ
ッ
テ

-
5
閏月刊
U
B
(日
)
日
時
大
洋
対
ロ
ッ
テ

間
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
を
何
回
で
も
観
戦
で
き
る
シ

ー
ズ
ン
パ
ス
を
発
売
し
て
い
る
。
大
人
四
千
円
、
小
人
(
五

歳
5
中
学
生
)
一
一
千
円
。
入
場
料
金
は
一
試
合
大
人
八
百

円
、
小
人
三
百
円
i

省
議
校
野
球
春
季
大
会
(
有
料
)

宮

4
月
幻
自
(
土

)
i
n
E
(日
)
日
時
準
々
決
勝

・
5
月
3
臼
(
金
)
日
時
準
決
勝

-
5月
4
日
(
土
)
日
時
吋
決
勝

摂
大
人
五
百
円
、
大
e

高
校
生
三
百
円
、
小
・
中
学
生
百
円

。
そ
の
外
の
試
合
(
入
構
世
間
同
感
)

・
4
月
日
ω
日
(
火
)
日
時
新
関
東
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ

・
4
月
M
臼
(
水
)
泌
持

M

・
4
月刊
ω
臼
(
木
)
日
即
時

ρ

・
5
月
6
臼
(
月
)
山
時
日
本
少
年
野
球
神
奈
川
大
会

平 成3年 41'弓守 5El

総
合
也
管
一
館
、
そ
し
て
ふ
れ
あ
い
動
物
湿
の

照
閣
に
よ
り
、
総
合
公
園
が
全
面
完
成
し
ま
し

た。
こ
れ
を
記
念
し
て
総
合
体
育
館
で
は
、
日
本

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
招
待

試
合
が
行
わ
れ
、
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
動
物
園
で
は
ち
び
っ
こ
春
ま
つ
り
が

行
わ
れ
、
ボ
ニ
I
乗
篤
の
撃
弾
券
が
す
ぐ
に
な

く
な
る
ほ
ど
の
大
人
気
で
、
動
物
ふ
れ
あ
い
コ

!
ナ
ー
に
は
、
動
物
よ
り
多
い
子
供
や
家
族

が
遊
ぴ
に
来
て
い
ま
し
た
。
動
物
と
の
ふ
れ
あ

い
が
十
分
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

総
合
体
育
館
は
、
み
な
さ
ん
に
一
般
同
開
放
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

蕊本 1) グのプレーに観客から大声援

51事

※日時、会場、句、丹時間i等は、地[パの子

ども会からお知らせする

-問い合わせ 青少年諜沌j，ei王位 7029

ミス七夕 3入、七夕の裳 4人

応 募資 格① 県内 に在住、主動、夜学する E本

籍の未婚女性 ② 満 18歳から 25歳 ま で (7月 7

現在。ただし、高校生と以前にミス七夕・七夕む

に選ばれた方は除く)

応 募方法 5月21日〔火)までに郵便等で、住所、

名(ふりがな)、生年月臼、勤務先または学校

電話番号、身長、体重を記入し、写真{カラー

ーピスサイズ上半身)を同封して下記に申し込む

字 254 平場市浅間町9番 1号

七夕まつり実行委員会事務白 内線(549)
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第 4アア号

喝

5
月
1
日
(
水
)
日
時
実
業
向
凶
九
人
制
女
子
パ
レ
l

@
5
R
2
臼
(
木
)
9時

H
H

・
5
月
4
H
(土
)
9時
間
聞
東
地
域
春
季
水
泳
競
技
大
会

・
5
汚
5
日
(
日
)
9
符

M
M

・5
月刊
μ
臼
(
口
は
)
9時
官
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

総合体育館は 4月 16[j (出用の場合は 5月 1包)からご利

用できる。お出掛けを。

なお、館内にあるスポーツメデイカルルームでは、 5f-:l 1 

EJ(水)から今年度分の利用予約を受け付ける。このコ ナ

_-cは各種の機器を使って検査した後、自分に過した運動ん

訟をスポーツドクターが指導、助言してくれるもの。日ごろ

の健康度や体力疫のチェックにご利用を。

合理"JIilできる方

Q)勤務先等で鰭康管理をされている万

②高校生以下で学校生活で規制を受けていないJi

③筋肉、関節、フォーム解析のみを希望する方

なお、

正常であることを確認してからお申し込みを0

・40歳以 lcの方市の基本健診無料、肺ガン検診 400円

・40歳未満の万 と記とI"Jじ検 査 実 費 ( l4.210PJ)

、科潟臼 5 n26日(lJ)、 6月 8汀(土)、 23日(f_j)、 7FJ 

13U (土)、 28日(日)、 8s-J25日(日)、 9Jcj 8 lJ (日)、 26

!J (lcJ、 lOfH2H (土)、 2'1U (H)、 II月 9日(二iュ)、 17[]

(E灯、 12;-:17日(土)、 15Lion、 U(土)、 26口(L])、

2 Yl 8 H U=-)、 23日(臼)、 3パ141.J (上)、 22H (日)

'時間 ノ什愛 1時-.._5 E弘子

介チェッフ内容任問話、健鹿チェック ②運動負荷テス下、

③筋力評価テスト ④フォーム解析 ⑤総合判定

v利 用 料金 1同につき2，000円
日 中込先総ず7公 溺 管 理 事 務 所 (屯話35---2233) 

〈
〉
全
一
な
大
会
(
有
料
)
高
校
生
以
r
u
五
千
台
内

S
5
月刊
μ
日
(
十
一
)
山
時
間
聞
東
学
生
陸
上
競
筏
対
校
大
会

a
5
月

刊

日

(

H

)

良

時

打
M

へ
勺
、
一
五
な
大
会
(
入
場
出
回
癌
)

・4
汚
初
日
〈
土
)
日
以
時
日
本
体
庁
大
学
健
仁
競
技
大
会

・4
汀
幻
日
(
日
)
刊
時

N
H

・
4
月
判
四
日
(
臼
)
ぬ
時
東
海
大
学
新
入
歓
迎
篠
ト
し
競
技
会

・
5
N
H
6日
(
月
)
9時
平
塚
陸
仁
競
技
選
手
権
九
会

と き ち月27B(フj<;:)午後 5時 30分間演

ところ 市民センターホール
e 出 演高橋英樹、三浦布美子、深江主主 警外

・入場料 5席 6.000丹、 A席 5.500円

8席 5，000向(市民センデーのみで発売)

・前売'i* 4月 21日午前10時から市民センタ一、チケ

y トセゾン、チケットピア、ヤンレイレコード、稲

/己居楽器i"、サクラ書成本底、ィEAく建16

・電話予約受付 23日午前 9時から、市民センタ

223ら

持活主体育宣言〈屯話31 J()5i) 

開放謹居 中球、パドミント/、パスケッ

ト、教;ュ1たL為、(、れIJ、ノ¥レー(1ぴi時-)

5 f313悶(丹)午後 1時~午後 8時

5丹 27臼(丹)ノ/

と〉会E自公民吉宮体育館(副知 2136) 

く〉会問公渓縁体事著書宮崎山H OlOl) 

※合111 合11公民館の出版"と間出掃けは

・開放需自 ノ¥レー(9時ヘ 1:n目、パドミン

ドン、，;球 (l:i¥持、 16時)、ノミスケット(16
仏子川下)

Jj6日(月)午前 9時~午後 8時

5 Jj20El (月//

ら月 3S (汚) ノノ

611升のみは ;liJ1 J J 9附から

宅各種自ともラケット、シャトノレ、ポー

んと、上ばき用i謹動ぐつの持事を。

5 
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1
一
お
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口
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幻

2
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問
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穆

5

5
日
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昔
、

6
一
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学
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亨
日
程
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人
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、
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、
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襲
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や
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え
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白
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で

に
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樹
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間

五

蜘
守
護
東
海
大
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泉
一
化
に
関
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技
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す
号
健
康
体
操
指
導
員
山
一
中
央
公
民
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市

宅

一

動

…

校
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学

市

寺

館
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館
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舘
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館

三
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浩
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た
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霊
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一

一

二

一

)

一

穆

一

件

2
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神

仲

間

岬

三

仲

間

五

件

ニ

マ

教

材

費

五

百

円

一

1
ス

一

マ

教

材

費

五

百

[

}

円

一

へ

。

応

募

多

数

の

と

き

は

抽

選

。

一

一

一

蛙

呂

ず

m
z
回
陵
島
島
崎
世
鼠
和
決
一
再

一

一

撃

の

霊

募

集

ぬ

人

一

i
l
i
-
-
i
I
l
l
i
-
-ト

j
i
l
-
-
1

一

「

松
i

同
同
同

2
2域
間

金

土

十

三

三

一
一
マ
日
程

5
月
訪
日
'I37
月

九

山

白

一

一

③

1
人
2
点
以
内
③
未
発
表
作
一
・
期
間

5
月
1
来
年
3
月
の
徳
一
申
し
み
み
は
、
立
が
き
に
住

抑
一
(
徐
く
6
月
6
日

)

の

毎

週

義

一

蔀

援

の

作

品

を

募

集

一

口

叩

一

長

2
火

曜

日

一

所

、

五

(

親

子

)

、

引

齢

、

電

千
二
口

γ
全
8
白

一

一

マ

出

品

料

1
点
コ
一
千
円
、

1
点
了
時
間
午
後
7
持
1
8
時
ぬ
分
一
話
番
号
を
記
入
の
う
一
へ

5
月
1

空

会

問

午

前

凶

器

分

1
午
後
一
平
警
展
委
員
会
で
は
、
第
十
一
マ
量
規
定
①
2
尺
×
8
尺
以
一
増
す
ご
と
に
ご
十
月
一
会
議
市
内
在
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の
警
警
一
日
(
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で
に
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ひ
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カ
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日
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市
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張
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ま
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仕
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膏
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句髄輪砲崎

明砲晦砲.

第 477警

〔ポピュラ ] 

韓 cffi]ヒットセレクション(キム・

ヨンジャ)、決定版全曲集(西橋晃)、

デ イラ イト・スライト・ライトキッ

ス( 松任 寄由美人ステイ，ドリーム

(長関餓)、ベストセレクション(チ

ェリッシュ)、かぐや妓全曲集、イル

カ全曲集、加山雄三二オリジナルベス

ト20

{ジャズ3
ナイト・トレイン(オスカ-.ピ

一三党ーソン a トリオ)、喜多のカリフォ

ルニア(ワェス・モンゴメリー)、ジ

エリコの 戦い(コールマン・ホーキ

ン)、'if.キャット{ジミ_.スミス)、

アローン(ピル・エヴァンス)

Eその他〕

明 ベ ス トコレクション(テレサ。

テン)、非笑力派宣言雪(森高千塁〉、

雨のピエロ(浜口庫之助)、呂本の歌・

心の歌(芹洋子)、主主主のベストダン

ス(輿田宗宏とブルースカイ〉

楽掲 毅した CDは購入した CDの

部。詳しくは関替安官にお尋ねを。

合ビデオ娯E笥会
4月21日から 5月四日までの毎週日曜日、

ピデオ映画をと映する。ご来場を。

時間 10時、 14時の 2回

句会場 開書館 3階ホール

も!l21日(毘}、 28日(日)

「 ま ん が 世 界 昔 ば な し」外 44分

心 5!l5日(日λ12日(自)

「開[界名作アニメ」外 44分

合 16ミ，)，決写機操作技術講習会

・日程 5月17日(金) ~18日 〈土)

・時間 9 時/~16時 30分

司会場図書舘 3階会議案

・定員 市内にお也まい、お勤めまたは通学

している方 30人く先着順〉

ー費用 テキスト代350円

申込受付 5月 7日( 火 ) -

公開輯時間

火~日曜日 9 時~~16時間分

〈金曜日のみ 貸出室と杏考室は 9時 -18時

日日~)

合体韓日 持週月曜日、月末

公密事態館 弓F2S4揖間町12-~ 41 電話31 0415 

51事

. E:1時 4fJ28日 (Fl) 9時~

・コース 青少年会館総合公閣情索寺

岡崎神世間崎域社大句。市投所

ー定員親子50人〈先着順〉

会少年少女差是術教護

水彩闘(公閣のl武器)と七夕の部りを作る。

日韓 5 FJ 11口-7月13日のうちの土・日

曜日、全lQ[oi]

・時間 土曜日 (14時-16時〉、日曜日(9時

-11時〉

ー会場 青少年金龍美術室

・定員 小学 4年生~中学生20人く失着順〉

・費用 500内(水彩用具..式は持参)

w開謹時間

火~二土曜臼 9時-21時30分

(日曜日のみ 9 時~17!母〉

カイ本館日 毎週月曜日、 4月30日、 5月 3日、

4日、 7Fヨ
合費止金手金輯

支羽田丁12--41 寝室，tJi32…7()29

カ泌総数窓

美冊サークjレ・タレットでは初心者を対象

とした抽結教室を開く。

・日朝 4月26日-6月 7日(除く 5月 3日〉

の毎週金曜日、全 6回

時間四時-21時

a 会 場 青少年金舘英摘室

必定員 青少年および一般20人く先着踊〉

材料費 2，000円〈絵の具式は持参〉

会綾子ふれあいハイク

平塚の北部地壊を書いてみる。

党ナチュラリスト譲渡

湘南の白熱について調査している方から話

題そ提供してもらう講盟。〈年 8田実施)

・日時 5月日臼(土) 16時 -18時

・会場博物館講堂

・今回のテーマ 身近なさ往さ物調査から

，対象 中学生以とく参加自由〉

会博物童書年度会重量そ募集

白行事由主員となって事加するも由

申し込みは往慣はがきで。( )拡申込期眠

相撲川を者く金(4月22日〕、古文書講読会

( 4月間白人土曜観察会(し、つでも)、天体観

察会 (4月20日)、標流物を拾う会〈いつでも)、

相模I!j(j)生い立ちを探る舎は月初日〉

ロ行事に申し込み事加するもの

申し込みは往撹はがきで。



重轄4アア空警

から 1年以仁 1年 6か月以内に 1

回受ける。

関捧種;方法 市民病院・共掛病院の

みで年聞を通じて接種できる。接

彊日は答舗とご相談を。

購料金無料

韓保険証、母子僻康子躍を持参

〈ア〉

窃需撞センタ

中察l34-17 電話34--0311

駅前パスターミナル 5番韓 中翠

経由円向間行または諏訪町経由子n
民病院行 f医曹センター前j 下車

骨平車保憧所

畳原町 6-21 

駅前パスターミナル 2
駅行「追分j 下車

る

鞠受付日長官官 午後 1 時四分~3 時

※の会場は控 2 時~3 時

[5 fll 
7臼花水公民館

8日 !J!!北公民錦、液中央農協 f沢

主所

9日 大野公民館、※畳間公民館

10日 福付金盟、横向公民館

14白 金活公民錦、漆間崎公民館

15日 中原公民舘、被金田公民館

16日 神旧公民鶴、淡崎島公民館

17日楳韓センター

-第 1期 3 か月以上 4 議未満の~I

幼児。 3週間から 8週間の間隔で

3自受ける。

事第 2期第 Z期む 3関目の接種田

から 1年 以 上 1年 6か月以内に 1

回受けるo

購接撞方法開業涯、病院で年閣を

通じて接種できる。接種目は医師

とご椙説を。

盟料金無料

闇保憤誌、母子韓麗手棋を持事

購対象 3か月以上 4蔵未満の乳幼

兇。 6.i眉間以との間隅で Z[8)受け

がん集担杉主診包程表

.5月四日 3 年 1 月 1 日~10日生

・5月22臼 3年 1月 11Ei---ZO日生

・5月四日 3年 1月21日~訂正!生

【1撞 6か月児]

• 5月 7日 元年日月 1 日 ~10日生

5 }314日 元年日月 11日---20日生

5 月日光年11丹 21 日 ~-30日生

3車児]

盟受付午後 1 時~2時

輔会場保醸センター

醐母子瞳康手帳本冊・玖j冊、筆記用

具、輯ブラシ (1議 6か月児白み)

を持事

[ 3カ、丹児]

中央農協神田支所※

日本たばこ康業

中央農協豊田支所※

凶之宮ふれあい

セン3

中央農協大野交所※

様韓セン主ー

中央農協大野支所※

1月22"

311ヨ

2R5H  

市役所

中央農協域島支所※

刀 両崎支所※

j金田公民館 ※ 

横内公民館 ※ 

東海大学湘南校舎

市役所

保健センター

旭北公民館

不
用
品
畳
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づ
く
り
ン

B
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W

課
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生
産
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二
一
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へ

0

0
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り
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も
の
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ピ
1
パ
ス
、
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関
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、
足
払
湖
町
)
〈
〉
購
っ
て
ほ
し
い
も
の
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ピ

1カ
号

、

3
1用
構
た
ん
ぽ
、
歩
行

お
け
一
〆
人
向
」
!
、
学
生
組
(
男
子
中
学
生
以
サ
イ
器
、
子
供
用
背
広
(
6

苧
8
歳

官

J
L」

μ、
吋
ズ
)
、
ベ
ビ
!
ベ
ッ
ド
、
子
供
用
ベ
ッ
型
、
宇
習
机
(
い
す
色
、
た
ん
す
、

ド
(
小
学
校
低
学
年
)
、
応
接
セ
ッ
本
棚
(
加
×
揃
今
日
川
)
、
子
供
用
食
卓

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
問
い
合
わ
せ
ト
、
ピ
ア
ノ
、
ヒ
ア
ニ
カ
、

V
H
Sピ
い
す
、
食
点
セ
ッ
ト
(
テ
ー
ブ
ル
ー

が
増
え
て
い
る
。
問
い
合
む
せ
を
い
た
デ
オ
デ
ッ
キ
、
冷
蔵
摩
、
ル
!
ム
ラ
ン
台
、
い
す
4
脚
)
、
電
気
こ
た
つ
、
電

だ
い
た
と
き
に
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て
ナ
!
、
瞳
鹿
器
具
(
自
転
車
こ
ぎ
て
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ス
ア
レ
ォ
、
エ
レ
ク

い
る
物
も
あ
る
の
で
ご
了
講
を
。
輪
車
(
叩
引
ン
)
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ト
ー
ン

。ベン字字がうまくなりたい人

。料理洋風、和風、中華等

。レクソーダーゲームやダンス

く〉薬会言語入門 簡単な日常会言語

く〉中立調書苦入門 中原語を始めたい方

.毎週木寝臼午後 6 時~8 時

・会場は勤労会館と中央公民主宰等

・費用は無料。ただし教材費は自己負担

・資格は市内在伎、在勤、在学の青年男E ら
原則として、四歳から30歳まで w 

争申し込み 5月 15Bまでに青空年会館へ。 命

9 時~16時30分、包曜日 14時まで青少年会館 32 … 7029

〈手 芸事態月第 2火曜日 9 時3 分~11時30分 30人
く〉盆 栽毎月第 3火犠日 13時四分~15時30分 30人

く〉大正琴毎月第2.4火 曜8 9 時30分~1l時30分 10人
く〉新舞滋毎月第1.3金曜日 9時3出子へ 11時 30分 30人

。手緩 み毎月第2.4水曜日 9 時3C分~11時30分 30人
く〉ベン習字嬉月第1.3月濯B 9 時30分~1l時30分 20人
く〉男の料理毎月第 3ホ韓日 10時3町子-"~13時 20人

。ニE芸盆栽培月第1.3木 曜8 9 時四分~11時30分 20人

・資 格市内在伎の60歳 以上の方。初心者歓迎

・申し込み 4汚 258までにはがきでコース名と住所氏名(ふ

りがな)、年齢を記入しf宇田平塚市追分 }-43 衝社会館組味

の講座部jへ。ただし、 1人 1コースのみ

51喜
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で
は

科
宇
技
術
週
間
に
あ
わ
せ
ず
¥
今
年

も
施
設
を
一
般
開
曲
す
る
。

中
期
間

4
月
四
日
(
金
)
3即
日

(
土
)

e

時
間
午
前
四
時
ら
午
後
3
時

守
会
場
県
農
業
組
合
研
究
所

マ
内
容
施
設
公
開
'
相
談
コ
ー
ナ

し

!
、
野
菜
な
と
の
即
売
(
即
日
)
、

公
開
講
座
「
家
鹿
菜
障
を
科
学
す

る
」
(
回
日
午
後
Z
持
3
3時

J

身
体
障
害
者
重

q
相
談
が
福
祉
会

館
で
開
か
れ
る
。

マ
相
談
日

(
4
1
7
月
分
)

6

時
間
同
午
後
l
時
1
2時

{
整
形
ブ
ロ

y
ク
}

4
月
間
日

(月)、

5
月
幻
自
(
月
)
、

6
丹
羽

日
(
月
)
、

7
月
白
日
(
汀
」

{
耳
鼻
科
}
5
q
8
日
(
水
)
、

7
月

刊
日
(
ホ
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
楢
祉
総
務
課
更

生
福
祉
慌
(
内
線
一
三
一
一
)

市
で
は
、
労
掛
金
庫
ま
た
は
友
愛

信
用
組
合
か
ら
住
宅
資
金
の
融
資
を

受
け
た
場
合
に
、
そ
の
利
子
の
部

そ
助
成
し
て
い
る
が
、
今
年
度
か
ら

宅
地
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

マ
対
象
次
の
い
ず
引
に
も
詰
当
ず

る
方φ

市
内
に
お
住
ま
い
で
市
税
の
滞
納

が
な
い
こ
と

②
市
内
で
住
宅
や
土
地
を
新
築
、
ま

た
は
購
入
す
る
こ
と

7
助
成
限
度
額
お
よ
び
期
間

住
宅
四
百
万
円

(
4
勾
問
)

e

宅
地
一
一
口
万
円

(
4
年
間
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
動
日
力
会
館
(
電

話
諒
一
一
一
二
五
百
)

域
山
タ
ム
で
は
、
タ
ム
放
流
に
よ

る
災
害
を
肪
く
た
め
ダ
ム
管
理
構
叩
討

を
行
う
。
当
日
は
、
タ
ム
か
ら
欣
流

し
な
い
の
て
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

に。ヤ
実
施
H

5

月
8
H
ヘ水

-
p
?
前

日
時
四
分
《
》
作
?
後
4
時

hv
潰
習
区
域
域
山
タ
ム
〈
)
相
模
川

7
1
 

一判仁
マ
慣
習
内
容
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
、
電

光
表

m
'
L亦
色
回
転
灯
の
占
、
灯
、
警

報
車
に
よ
る
巡
回
放
送

マ
問
い
合
わ
せ
先
域
山
タ
ム
管
回
砲

事
務
所
(
電
話
。
昭
二
七
的

¥
一
二

ノ
一
、

間

同

本

臨

時

の

鎚

壌

を

教
育
委
員
会
で
は
外
国
人

F
弟、

帰
国
子
女
な
ど
に
対
し
、
叫
よ
J

校
に
出

向
き
日
本
語
や
基
本
的
生
活
に
つ
い

て
助
言
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し

て
い
る
。
ご
協
力
を
。

V
要
件
外
国
語
(
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
中

国
語
)
な
ど
を
話
せ
る
方

マ
期
間
原
剤
と

ν
て
2
期
間
品
什

・
時
間

l
リ
2
1
4
時
間

マ
謝
礼

1
口
一

Fru百
円

V
問
い
合
わ
せ
失
指
導
一
平
(
内
時

五

七

)

県
で
は
労
働
ト
人
学
講
准
の
受
講
A
f

を
募
集
す
る
。

サ
日
制
何

6
パ
3
日
パ
{
)
山
口
出
口
の

毎
週
火
マ
金
曜
日
、

Atmm

寺
号
乙
「
弘
文

3
t
5
f
、Ja守
1
5

5
H
A仁
一

c
v
t
H
Eノ
Y
(
f
a
l

汁れ
〉

A

広
場
厚
木
労
働
セ
ン
タ
ー

V
定
員
印
人
「
光
器
順
)

マ
内
容
労
閣
法
、
背
働
と
経
済
、

現
ぺ
の
u
刀
働
問
題

マ
受
講
料
」
ハ
τ
自
八
寸
内

マ
申
込
失
県
労
働
福
祉
課
福
祉
振

興
問
(
屯
語
U
四
五
i

一
口
一
ー
一

宇
一
一
内
棉

m
C五
七
)
5
月
7
H

S
受
け
村
け

-
ま
ち
か
と
ギ
ゃ
一
フ
リ
1

(

山
支
出
令

託
銀
行
、
新
月
本
証
券
、
山
一
読

券
、
一
菱
盟
行
の
各
よ
ャ
ラ
リ
l
)

{
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
毘
(
絵
画
)
}
4

月
日
四
日
〈
火

)
1却
口
い
(
火
)

{
県
鹿
(
日
本
画
)
}
4
H
却
日

(
火
)
、
3
5
月
日
川
口
(
火
)

a

街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
平
塚
郵
慣
同
)

{
書
道
展
}

4
月
1
口
(
円
)
3却

口
(
火
)

{
紙
粘
土
細
工
崩
〕

5
月
1
日
(
水
)

1
3
出
臼
(
金
)

験問軒

き
、
市
民
ゼ
ン
タ

l
で
開
聞
く
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
合
唱
屈
と

ブ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
一
緒

に
な
っ
て
演
ず
る
こ
と
に
な
り

「
第
九
」
の
演
奏
会
に
つ
い
て
ま
す
。
募
集
等
に
つ
い
て
は
現

は
、
今
年
の
十
二
月
に
市
民
の
在
検
討
中
で
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
は
改
め
て

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
な
催
し
を
計
箇
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

(
地
域
づ
く
り
懇
)

揮
官
巾
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
は
、
お
気
軽
に
広
報
諌
広
聴

県
立
平
理
高
等
職
業
技
補
校
で
は

技
荷
議
制
回
全
を
開
く
。

{
槽
槻
加
工
作
業
の
基
種
}

マ
日
韓

5
月
日
日
戸
月
)
j
t
J
M
H

(
金
)
、
全
日
目

・
時
間
午
前
8
時
日
分

1
午
後
4

寺
O
テ

F
Z，フ

マ
定
員

8
人

〔
シ
ー
ケ
ン
ス
制
調
羽
詰
}

マ
日
程

6
月
3
臼
(
月
)
1
7
日

(
金
)
、
会
4
回

E

時
間
午
後
6
時
1
9時

マ
定
員
加
入

申
し
込
み
は
、
同
高
等
職
業
技
術

控
(
竜
語
詔
一
九
一
一
一
一
)
へ
。

γaAW誠
一

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
便
わ
れ

る
。
こ
協
刀
を
。

問
い
台
わ
せ
は
、
社
会
福
恰
協
議

会

(

電

話

回

一

)

へ

。

ヤ
社
告
福
秘
義
金
へ
司
市
部
長
お

会
九
千
円
九
円
、
的
利
八
一
一

千
一
一
円
六
十
九
円
、
中
山
ゆ
地
区
労
働

組
行
協
議
会
十
五
行
円
、
小
鍋
島

町
市
民
月
会
六
万
一
千
八
円
尺
円
、
ぷ

ト
見
地
区
美
化
推
進
委
員
会
e

円
井

賀
子
名
五

F
円
、
填
賀
公
民
館
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
一
刀
八

f
九
円
一

+
八
円
、
つ
く
し
お
曜
日
明
家
政
婦
M
m

介
所
・
へ
幡
パ
古
川
学
校
・
寺
山
ハ
ム
何
一

釦
ま
つ
り
実
行
委
日
会
各
一
乃

川
、
伊
藤
英
光
一
千
円
、
制
央
控

設
組
合
レ
ヘ
野
芝
部
万
一
一
子
円
、

崇
持
地
目
こ
み
減
依
化
捕
人
の
会

ι

ハ
百
円
、
ダ
イ
ク
マ
万
働
組
合

十

八

万

白

パ
L
l
七
円
、
山
人
会

一
千
円
、
蒸
の
会
千
円
、
神
奈

川
県
広
告
夫
前
代
能
仁
会
一
日
川

内
、
一
見
札
一
万
一
点
六
十
九

八
郎

l
h円
、
同
一
市
川
仙
川
げ
同
体
苛
鮎

開
会
五
ん
じ
千
円
、
港
州
一
日
体
斤

恥
間
開
会
一
刀
一
一
ず
の
す
j
円、

体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議
会
刀

パ
T
円
、
世
名
下
瓦
円
七
f
託

制
¥
樹
齢
略

?
f
z勾

/

制

み

t
F
d

み
ζ

り
基
金
主
、
結
叱
同
体
山
助

成
な
と
に
使
打
れ
る
。
こ
協
M
8
0

問
い
合
わ
せ
は
、
公
開
緑
地
課
綿

政
係
(
内
線
四
五
)
へ
。

マ
み
ど
り
基
金
へ

p
即
時
ス
カ
イ

ハ
f
ツ
管
理
組
行

l

八
ず
汀
円
、
町

山
逸
品
川
給
両
教
空
ι
叫
ん
一
川
円
四
万
七

千
間
百
五
寸
い
〕
円

緑
の
あ
っ
せ
ん
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県動物保護センター(電話58--3411)

では、やむを得ない事情で飼えなくなっ

た犬、猫の引き取りを行っている。

当日、利用される方は印鑑、ニたの鑑

札、注射模索、愛犬手帳そ持参していた

だきたい。引き取り車の停留時間は10分

持詞。

なお、犬、猫についての苦情、相談や

野犬の捕獲怯頼も向センタ←へ。

( 4月22日(丹) ] (5月10自
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